
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の

社
会
的
要
請

―
―
協
同
組
織
金
融
機
関
に
お
け
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は

　

実
効
的
な
経
営
管
理
機
能
の
発
揮

は
、
金
融
機
関
の
業
務
の
適
切
性
・

健
全
性
の
確
保
に
と
っ
て
不
可
欠
で

あ
る
。
協
同
組
織
金
融
機
関
に
お
い

て
は
、
総
代
会
、
理
事
会
、
監
事
、

経
営
陣
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任

を
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
組

織
内
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
や
牽
制
機
能

が
適
切
に
発
揮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

―
―
２
０
０
９
年
に
「
協
同
組
織
金

融
機
関
の
あ
り
方
に
関
す
る
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
中
間
論
点
整
理

報
告
書
に
お
い
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ

り
方
が
示
さ
れ
て
か
ら
、
現
在
ま
で

の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か

　

社
外
取
締
役
の
積
極
的
な
活
用
等

を
内
容
と
す
る
改
正
会
社
法
が
15
年

５
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
６
月
か
ら
上

場
企
業
に
対
す
る
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
」
の
適
用
が

開
始
さ
れ
た
。
金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
強
化
に
向
け
た
社
会
の
要
請
や

期
待
は
、
中
間
論
点
整
理
報
告
書
が

出
さ
れ
た
当
時
と
比
較
し
て
も
、
飛

躍
的
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　

協
同
組
織
金
融
機
関
は
会
員
や
組

合
員
の
自
治
を
原
則
と
す
る
組
織
形

態
で
は
あ
る
が
、
地
域
の
金
融
仲
介

機
能
を
担
う
公
共
性
の
高
い
組
織
で

あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
経
済
・
産
業

を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
厳

し
い
経
営
環
境
の
な
か
で
持
続
可
能

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
た

め
に
も
、
他
業
態
で
の
動
き
を
ふ
ま

え
、
自
主
的
に
経
営
管
理
態
勢
を
強

化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

形
式
で
は
な
く

実
効
性
を
求
め
る

―
―
同
報
告
書
は
総
代
会
の
機
能
の

向
上
に
関
し
、「
法
律
で
な
ん
ら
か

の
制
度
的
枠
組
み
を
設
け
る
必
要
性

は
必
ず
し
も
高
く
な
い
」
と
し
て
自

主
的
な
取
組
み
を
求
め
た

　

中
間
論
点
整
理
報
告
書
が
出
さ
れ

て
か
ら
、
各
業
界
で
は
業
界
申
合
せ

の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
。
信
金
業

界
で
は
、
総
代
会
の
機
能
向
上
に
向

け
て
、
総
代
候
補
者
の
選
考
委
員
を

総
代
会
の
決
議
を
経
て
決
定
す
る
、

総
代
に
定
年
制
ま
た
は
重
任
制
限
を

導
入
す
る
等
の
施
策
の
準
備
が
進
ん

で
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
業
界
の
自
主
的
な
取
組
み
は
評

価
で
き
る
も
の
だ
が
、
そ
の
実
効
性

が
重
要
で
あ
る
。

　

中
間
論
点
整
理
報
告
書
に
お
い
て

は
、
総
代
の
選
任
方
法
や
運
営
方
針

が
不
透
明
で
あ
り
、
長
年
に
わ
た
っ

て
総
代
を
務
め
続
け
る
人
が
影
響
力

を
も
つ
と
い
う
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

た
。
他
方
で
、
現
場
で
は
総
代
の
な

協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
会
員
お
よ
び
組
合
員
の
自
治
を
原
則
と
す
る
組
織
形
態
だ
。
一
方
で
、

金
融
機
関
と
し
て
他
業
態
の
動
向
を
ふ
ま
え
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
要
請
は
高
ま
っ
て
い
る
。

当
庁
と
し
て
は
、
協
同
組
織
金
融
機
関
に
よ
る
総
代
会
の
機
能
強
化
や
職
員
外
理
事
の
登
用
な

ど
の
努
力
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
実
効
性
の
あ
る
取
組
み
で
あ
る
か
否
か
を
注
視
し
て
い
く
。
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り
手
が
い
な
く
て
困
っ
て
い
る
と
い

う
話
も
耳
に
し
た
。
実
際
に
は
な
ん

と
か
お
願
い
を
し
て
総
代
に
な
っ
て

も
ら
っ
て
い
た
状
況
も
あ
る
と
聞
く
。

　

長
年
、
総
代
を
務
め
た
人
が
経
営

を
し
っ
か
り
監
視
し
て
い
る
こ
と
も

あ
る
と
思
う
。
ま
っ
た
く
新
し
い
人

が
総
代
と
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
経

営
監
視
機
能
が
強
化
さ
れ
る
の
か
と

い
う
と
、
そ
れ
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
と
い
え
る
。
本
事
務
年
度
で
は
、

総
代
会
の
機
能
向
上
の
た
め
の
取
組

み
状
況
な
ど
経
営
管
理
態
勢
に
つ
い

て
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
強
化
の
取
組
み
に
つ
い
て
経
営
陣

と
議
論
し
た
い
。

―
―
職
員
外
理
事
登
用
の
目
的
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か

　

職
員
・
組
合
員
資
格
を
有
す
る
理

事
が
多
数
を
占
め
る
状
況
下
で
は
理

事
間
の
相
互
監
視
が
期
待
し
に
く
い

面
が
あ
り
、
職
員
外
の
理
事
の
登
用

に
は
一
定
の
有
用
性
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
中
間
論
点
整

理
で
も
示
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、金
融

環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
な
か

で
、
経
営
課
題
の
克
服
に
資
す
る
専

門
性
や
経
験
・
知
見
を
有
す
る
方
を

職
員
外
理
事
と
し
て
選
任
す
る
こ
と

は
、
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
も
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
職
員
外
理
事

の
登
用
に
よ
り
、
積
極
的
に
外
部
の

知
見
を
生
か
し
、
経
営
管
理
機
能
が

強
化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

昨
事
務
年
度
の
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
地
域
銀
行
の
例

と
し
て
、
①
重
要
な
テ
ー
マ
に
焦
点

を
あ
て
た
議
論
を
行
う
た
め
の
議
案

の
選
定
・
絞
込
み
が
行
わ
れ
て
い
な

い
、
②
議
案
の
内
容
に
つ
い
て
社
外

取
締
役
へ
の
資
料
提
供
・
事
前
説
明

を
行
っ
て
い
な
い
、
③
社
外
取
締
役

が
必
要
と
す
る
金
融
知
識
等
に
関
す

る
研
修
・
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
て
い

な
い
、
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
た
。

協
同
組
織
金
融
機
関
に
お
い
て
も
、

同
様
の
事
例
が
散
見
さ
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

信
金
界
の
申
合
せ
で
は
、
１
名
以

上
の
職
員
外
理
事
を
登
用
す
る
こ
と

と
し
、
職
員
外
理
事
の
登
用
状
況
を

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
等
で
開
示

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
職
員
外
理

事
は
非
常
勤
理
事
で
あ
る
こ
と
が
多

く
、
理
事
会
は
月
１
回
、
も
し
く
は

数
カ
月
に
１
回
の
頻
度
で
し
か
開
催

さ
れ
な
い
た
め
、
非
常
勤
理
事
に
は

タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
が
あ
が
ら
な
い

場
合
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、

常
勤
理
事
会
に
お
い
て
重
大
な
意
思

決
定
を
す
ま
せ
、
理
事
会
で
賛
否
を

問
う
だ
け
と
い
っ
た
、
本
当
に
非
常

勤
理
事
の
知
見
が
生
か
さ
れ
て
い
る

の
か
疑
問
に
感
じ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

一
方
、
中
国
地
域
の
信
用
組
合
の
理

事
長
か
ら
「
自
分
の
経
営
を
批
判
す

る
た
め
に
外
部
の
方
を
招
聘
し
た
」

と
の
話
を
う
か
が
っ
た
。
い
ず
れ
に

し
て
も
実
効
的
に
経
営
管
理
体
制
の

強
化
に
つ
な
げ
る
取
組
み
が
重
要
で

あ
る
。

地
域
銀
行
で
の
議
論
を

ふ
ま
え
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

―
―
平
成
27
事
務
年
度
金
融
行
政
方

針
で
は
「
経
営
管
理
体
制
の
強
化
の

取
組
み
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
実
態

把
握
す
る
」
と
あ
る

　

本
事
務
年
度
に
お
い
て
も
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
地
域
銀
行
に
お
い
て
、

重
要
な
経
営
課
題
に
関
す
る
社
外
取

締
役
を
含
む
経
営
陣
の
議
論
の
状
況
、

社
外
取
締
役
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制

の
整
備
状
況
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
の
経
営
陣

の
選
任
に
関
す
る
考
え
方
な
ど
に
つ

い
て
実
態
把
握
を
行
っ
て
い
る
。

　

協
同
組
織
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、

地
域
銀
行
で
の
議
論
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

理
事
会
の
監
督
機
能
、
監
事
監
査
・

外
部
監
査
等
の
監
査
機
能
の
向
上
な

ど
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
オ
ン
・
オ

フ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
な
か
で
経
営

陣
と
議
論
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

信
金
・
信
組
の
取
引
先
の
多
く
は

地
域
の
中
小
・
零
細
企
業
で
あ
り
、

地
域
密
着
と
い
う
強
み
を
生
か
し
て

地
域
の
産
業
・
企
業
の
発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
は
、
自
ら
の
経
営
の
健
全

性
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
。
協
同
組

織
金
融
機
関
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
、

継
続
的
に
金
融
仲
介
機
能
の
質
の
改

善
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
適
切
な

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
発
揮
が
最
も
重
要
で

あ
り
、
今
後
と
も
経
営
陣
と
議
論
を

続
け
て
い
き
た
い
。

（
聞
き
手
・
本
誌　

礒
山
智
美
）

み
ょ
う
せ　

こ
う
じ

61
年
生
ま
れ
。
福
岡
県
出
身
。
85
年

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
、
大
蔵

省
入
省
。
94
年
財
務
省
国
際
金
融
局

国
際
機
構
課
課
長
補
佐
、
96
年
日
本

貿
易
振
興
会
ミ
ラ
ノ
・
セ
ン
タ
ー
所

員
、
04
年
関
東
財
務
局
管
財
第
一
部

次
長
、
06
年
造
幣
局
総
務
部
経
営
企

画
課
長
、
11
年
財
務
省
大
臣
官
房
専

門
調
査
官
地
方
課
人
事
調
整
企
画
室

長
。
同
年
中
国
財
務
局
理
財
部
長
、

12
年
東
北
財
務
局
理
財
部
長
を
経

て
、
14
年
か
ら
現
職
。
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